
奨学金募集概要/Scholarship Application Outline

*English follows Japanese.

番号 項目 内容

1 奨学金No. 90

2 奨学金名称 竜の子財団

3 応募方法 学内選考あり(推薦者数は２名)

4 支給額 月額 5 万円

5 支給期間 2026 年 4 月～原則2年。ただし、最上級年次の奨学生は１年間とします。

6 応募資格・条件

日本以外の国籍を有し、アジア諸国から来日している私費留学生（大学院生は対象外です）。
学業、人物ともに優秀であり、健康である者。
大学に在学する者で、令和8年4月1日現在で30歳以下の者。
現在、学業継続が困難であるなど修学のために経済的援助を必要とする者で 月額50,000円以上の奨学金を受けて
いない者。
・日本語でのコミュニケーションが取れる者。
・奨学生交流会（年2～3回を予定）に、すべて出席できる者。但し、授業、学会参加等財団が認めた行事に参加する
場合を除く。
・他のアジア諸国の留学生と積極的に交流し、アジア諸国間の国際友好親善に寄与で きる者。

7 奨学生の義務
奨学生交流会（年2～3回を予定）に、すべて出席すること。但し、授業、学会参加等財団が認めた行事に参加する場
合を除く。

8 日本語能力

日本語でのコミュニケーションが取れる者。
・申請書類は日本語で本人直筆での作成が必要(800字の小論文を含む)。
・大学推薦された場合応募書類の内容を確認するため、2月中旬～3月上旬に財団担当者と45分間程度の日本語での面
談あり。

9 応募期間 2026 年 1 月 16 日（金）～1 月 23 日（金）17時

10
学内選考
結果発表

2026年１月 28 日頃
学内選考合格者のみ大学メールにて通知する

11 学内選考で提出する書類
(1)学内選考用申請書
(2)成績証明書

12 財団へ提出する書類

(学内選考を通過した場合)
(1)奨学金申請書(所定の様式)
(2)履歴書(所定の様式)
(3)身上書および別添記入用紙(所定の様式)
(4)経済状況(所定の様式)
(5)小論文(所定の様式)
(6)成績証明書(現課程のもの)
(7)在学証明書
(8)合格通知書(入学許可書)の写し
(9)在留カードの表面および裏面の写し
(10)日本語能力試験の合格証の写し(能力試験に合格している場合)
(11)学部長または指導教員による推薦状（様式不問、作成者が封緘すること）
*このうち、(1)-(5) は本人が日本語で手書きしなければならない。

13 備考 なし



奨学金募集概要/Scholarship Application Outline

(This document is translated using the AI translator DeepL.)

No. Item Contents

1 Scholarship No. 90

2 Name of Scholarship Tatsunoko Foundation

3 Application Process on-Campus Selection (Number of nominees: 2)

4 Stipends ¥50,000 / month

5 Duration
From April 2026, in principle for two years; however, for scholarship recipients in their final year of
study, the period shall be one year.

6
Eligibilities  and Disbursement
Requirements

・Privately financed international students who hold non-Japanese nationality and have come to Japan
from Asian countries (Graduate students are not eligible.).
・Demonstrate excellent academic performance, good character, and good health.
・Be enrolled at a university and be 30 years old or younger as of April 1, 2026.
・Require financial assistance to continue their studies and not be receiving any other scholarship of
JPY 50,000 or more per month at the time of application.
・Possess sufficient Japanese language ability for daily communication.
・Be able to attend all scholarship exchange meetings (scheduled two to three times per year), except
when absence is approved by the foundation due to classes, academic conferences, or other officially
recognized activities.
・Show a strong willingness to actively interact with international students from other Asian countries
and to contribute to international friendship and mutual understanding among Asian nations.

7 Scholar Obligations
Applicants must attend all scholarship exchange meetings (scheduled two to three times per year),
except when participating in classes, academic conferences, or other activities officially approved by the
Foundation.

8 Japanese Language Proficiency

Applicants must be able to communicate in Japanese.
・All application documents must be completed in Japanese in the applicant’s own handwriting,
including an 800-character essay.
・If recommended by the university, applicants will have an approximately 45-minute interview
conducted in Japanese with a Foundation representative between mid-February and early March, in
order to confirm the contents of the application documents.

9 Application Submission Period Friday, January 16, 2026 - Friday, January 23, 2026 at 5:00 p.m.

10 On-campus selection results
Around  January 28, 2026
Only applicants who pass the on-campus selection will be notified via their university email account.

11
Required Documents (for on-
Campus Selection)

(1) Application form for on-campus Selection
(2) Transcript(a copy is acceptable)

12
Required Documents (for
Foundation)

If you pass the on-campus selection
(1)Scholarship Application Form (designated format)
(2)Curriculum Vitae (designated format)
(3)Personal History Statement and supplementary form (designated format)
(4)Statement of Financial Situation (designated format)
(5)Short Essay (designated format)
(6)Academic Transcript (for the current program)
(7)Certificate of Enrollment
(8)Copy of the Letter of Acceptance (or Admission Permit)
(9)Copy of the front and back of the Residence Card
(10)Copy of the Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) certificate (if you have passed the test)
(11)Letter of Recommendation from the Dean or Academic Supervisor (no fixed format; must be sealed
by the author)
* Among these, items (1)–(5) must be handwritten by the applicant in Japanese.

13 Comment None



公益財団法人 竜の子財団 令和8年度 奨学生募集要項 

1. 趣   旨

本財団は、アジア諸国からの留学生及び日本人学生のうち、志操堅固、学力優秀でありな

がら経済的理由により学業の継続が困難な者に対して「奨学援助」を行い人材の育成に寄与

することを目的としています。

2. 特   徴

この奨学金の特徴は次のとおりです。

(1) 奨学金は支給とし、返済の義務はありません。

(2) 奨学生の卒業後の就職、その他一切については、本人の自由とします。

(3) 月額5万円以下の奨学金の二重受給は可能とする。

3. 奨学生の応募資格

(1) 日本国籍又は日本以外の国籍を有しアジア諸国から来日している私費留学生

(2) 学業、人物ともに優秀であり、健康である者

(3) 大学に在学する者で、令和8年4月1日現在で30歳以下の者

(4) 現在、学業継続が困難であるなど修学のために経済的援助を必要とする者で

月額50,000円以上の奨学金を受けていない者

(5) 留学生については日本語でのコミュニケーションが取れる者

(6) 奨学生交流会（年2～3回を予定）に、すべて出席できる者。但し、授業、学会参加等

財団が認めた行事に参加する場合を除く。

(7) 他のアジア諸国の留学生と積極的に交流し、アジア諸国間の国際友好親善に寄与で

きる者。

4. 採用人員

年間15名（全国20大学）

5. 奨学金の額と支給の方法

(1) 支給金額 年額60万円（月額5万円）

(2) 支給の期間 奨学生に採用したときから、原則として2年間。

ただし、最上級年次の奨学生は１年間とします。 

(3) 支給の方法 奨学金は、毎月20日に、翌月分の奨学金を本人の銀行口座に振り 

 込みます。 
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取り消し線



6. 奨学金の支給の打ち切り

奨学生が次の各号の一に該当するときは、奨学金の支給を打ち切ることがあります。

 （1）１ヶ月以上長期欠席したとき

 （2）休学または外国へ留学（短期留学・語学留学を含む）したとき

(3) 専門学校・専修学校など、在籍する大学以外の学校へ入学したとき

(4) 在学する大学における学籍を失ったとき

（5） 学則により処分を受けたとき

（6） 学業成績または素行が甚だ不良のとき

（7） 原級にとどまったとき（留年）、または、卒業延期の恐れが生じたとき

（8） 応募書類の記載事項に重大な虚偽が発見されたとき

（9） 奨学金を必要としない理由が生じたとき

（10） その他学生としての資格を失ったとき

（11） 本財団事務局と連絡が取れなくなったとき

(12) 本財団事務局からの指示や指導に従わなかったとき

（13） 本財団支援者の名誉を傷つけるなど著しく迷惑をかけたとき

7. 応募の手続

次の書類を揃えて、期日までに提出してください。

 （1）奨学金申請書（所定の様式）

 (2）履歴書（所定の様式）

 （3）身上書および別添記入用紙（所定の様式）

(4) 経済状況（所定の様式）

(5) 小論文（所定の様式）

 （6）成績証明書（現課程のもの）

※ただし、現課程のものを入手不可能の場合は、前課程のものか、入学試験の成績

順位などで代用すること。

 （7）在学証明書

(8) 合格通知書（入学許可書）の写し

 （9）在留カード、運転免許証等の身分証明書の表面および裏面の写し

(10) 日本語能力試験の合格証の写し（留学生で日本語能力試験に合格している場合）

（11）学部長または指導教員による推薦状からの推薦状

※Ａ４サイズで１枚以内とし（書式自由）、推薦状の作成者が封入したうえで、

必ず封緘すること

8. 選考及び決定

（1）推薦された者について、本財団に設置する選考委員会の選考（令和8年3月上旬～中

旬に開催予定）を経て、理事長が奨学生を決定します。

（2） 採用の可否については、令和8年3月中旬までに告知しますが時期が、ずれることも

あります。

(3）令和8年3月中旬に贈呈式を催しますので、採用決定者は必ず出席をお願い致します。

3256004729
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9. その他

(1) 応募書類の受付後、その記入内容について確認するために、本財団の担当者と45分間

程度の面談を、令和8年2月上旬～3月上旬に実施します。

面談スケジュールについては、日程調整をした上で決定しますので、あらかじめ

当該期間の予定を空けておくようにして下さい。

(2) 採用決定者には、奨学金を送金するために、本人名義の金融機関口座の開示をお願い

します。

以上


	竜の子財団

